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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2024年　12月号

～柚子～

今年の冬至は 12 月 21 日です。太陽の力が 1 番弱い日であるため、厄を払うために

体を温めて無病息災を祈る風習が生まれました。奈良時代、中国から伝わった冬至

の行事が宮中行事として定着しました。柚子湯もその一つで、天皇や貴族の間では

邪気を払う入浴法になりました。庶民に広まったのは江戸時代。昔は風邪も邪気の

一つとされ、柚子の強い香りが邪気を払うと考えられていました。実際、柚子湯に入る

と血行を促進して体が温まり、肩こり ・ 腰痛 ・ 冷え性などが緩和され、健康的に冬を

越すための、昔ながらの知恵とも言えます。柚子の産地では高知県などが有名ですが

京都の柚子も歴史が古く、鎌倉時代に天皇が、都の郊外にある水尾に柚子を植えさせた

のが始まりとされ、水尾は柚子栽培発祥の地と言われています。1 日の寒暖差が大きく

寒冷な気候、愛宕山からの良質な伏流水によって育てられた柚子は、大きな実がなり、

香り高く、味も濃く、京料理や京菓子に欠かせない食材です。9 月に青柚子、12 月には

黄柚子が収穫され、箱からあふれんばかりに山積みされた様子が各農家の軒先で見られ

ます。水尾では今も冬の間、柚子農家で柚子風呂に入り、柚子果汁や柚子胡椒で頂く

水炊きや鶏すきを楽しむことが出来ます。


